ソウルメイトの不思議
越智啓子　主婦の友社
はじめに

前世療法､魂の伴侶－ブライアン･L･ワイス 精神科医

第1章 ソウルメイトとは
ソウルメイトの種類

1） ツインソウルとしてのソウルメイト
2） 人生のパートナーになるソウルメイト

3） カルマの解消をするためのソウルメイト

・ベストなタイミングでベストな場所で

・魂の宿題をする関係、魂磨きのソウルメイトも大切!!

・ハードで濃厚な関係として人生のなかで大切な部分､エネルギーも時間もとられるが価値ある人生の癒し｡
今どのコースで魂磨きをしているか？
・親子のコース？
親子でかなりの葛藤がある場合､お互いが魂の宿題の相手｡どうしても今回の人生で解消したい感情がお互いの魂に残っている場合に親子関係を選んでいる｡最後まできちんと向き合うには親子しかない。

・夫婦のコース？
・仕事関係のコース？
第2章 ソウルメイトとの再会
・直感や衝動はとても大切なメッセージ

・守護天使と自分を親に選んでくれた子供の魂が見えない世界からの応援である。
・生まれる前から人生計画を立てた子供が親をえらんでいるという｢人生のしくみ｣『お母さんをえらぶ赤ちゃん』ジョナサン・ケイナー(説話社)
ソウルメイトグループ
ベストタイミングとベストな場所と
偶然起こっているように見えることも必然

直感をもとっと意識

「生まれ変わりのシステム」はそれを知るだけでも人生観が変わる

再会後に起きること

・自己変容が劇的におきる。
・地上で起きたことは地上で清算するシステム

第3章 さまざまなソウルメイト
1）感じる　2）表現してみる　3）解放へのプロセス
・理性が不思議がるような場合は過去生で表現・解放されなかった、たまっていた感情の爆発現象

4）浄化され、輝く

・互いが鏡になって映しあい磨きあい響きあって愛が深まり更に輝きが増すことを実感できる感動的な段階

地上ならではの人間関係から学べるプレゼント

・解放の段階で心の中で「ありがとう、あなたのおかげで○○できました、○○に気づきました、本当にありがとう」ソウルメイトとの再会によって無償の愛へ、宇宙的な大きな愛へと近づいている。
・イエスとマグダラのマリアの時代から
第4章 ソウルメイトに出会うには
・たくさんの生まれ変わりを経てそれをまとめる総集編の時代到来。だから、波瀾万丈の人生のしくみをプログラムしている人がとても多い。
・エゴ⇒ego､｢自我｣,「偽物の自分」､不安と恐怖の体験から同じようなことが今も未来も起きるぞと脅してくるエネルギーのかたまり｡実体があるようでいて幻のような､もやもやとした存在､潜在意識に住んでいる｡
・顕在意識
・潜在意識(過去生から引きずった感情エネルギーがたまってそれが波長の合う体の部分にも付着している｡さらにこの世で学んだこと､思い込みがしみ込んでいるところ｡プラス思考とマイナス思考呼ばれるエネルギーがたまっているところ｡夜寝ている間に活躍して次の日のプログラムを構成していく)
・集合意識=大いなる自己=光の部分=直感=さらに奥の大いなる自己(higher self)､魂からのメッセージとして表面意識に送られる光のエネルギー
・潜在意識が掃除され浄化されて薄くなる。
⇒光の部分が強く表面に出てきて自己変容､時間変容､次元変容が容易になってくる｡
⇒不思議とびっくりの奇跡が増える｡
本当に「すべてうまくいっている」の世界になる｡

・エゴが幅を利かすと潜在意識が膨れ上がって自分が光だということをどんどん忘れてそれを感じられなくなってくる｡抑圧された古い感情エネルギーやマイナスの思い込みが分厚い壁になって奥の光をさえぎって光を感じられなくなる｡

・エゴが苦手なものは「ありがとう」の言霊パワー｡

愛と感謝と笑いの明るさ､無邪気さと喜びパワー

無意識で悪役を演じていることが多い｡過去にこだわっている人はエゴを自分だと思いこんでいる人たち。「大変難しいいじめ役､悪役スターを演じてくれてありがとう!」
・マイナス思考のかたまりになって重い思いが潜在意識にたまっていると亡くなったときに波動が重くて光に帰れない｡ちゃんと帰るためにもエゴからの解放がとても大切｡

・エゴが好きなもの(権力､パワーゲーム､争い､不安､恐怖､緊張､憎しみ､命令､暴力､暴言､脅し､自己嫌悪､失敗､正しい間違っているの判断､中傷､他人のせいにする､世間の目､加害者と被害者のゲーム､レッテルを貼ること､時間を気にする｡過去と未来を気にする､悲劇の主人公､考えること､くり返しなど)

・エゴが嫌いなもの(愛､希望､笑い､ギャグ連発､リラックス､許し､与える､あるがまま､今に生きる､みんな仲良し､いいんじゃない～､自己波動責任､チャレンジ､休息､瞑想､集中､無我夢中､感謝､譲り合い､自分大好き､考えない､感じる､視察､好奇心､冒険､どっちでもいい､無邪気､想像､奇抜なアイデア､ユーモア､時間を気にしない､死ぬことが怖くない､忘れっぽい､どうなるかわからないことを楽しむ)
・本当の自分に出会うことができればくり返していたマイナスのパターンに振り回されることもなくなって､宇宙の大きな流れに乗って心地よい愉快な人生を感じられるようになる。
夢の実現のプロセス

1）思う

2）それをイメージする
3）批判的でない人に語る

4）言葉で書いて、絵に描いて、それをよく眺める

5）楽しく宣言(アファーメーション)する

6）すでに叶っているように行動する
7）天使や宇宙に｢ありがとう｣と先に感謝をしておく

人生のパートナーとしてのソウルメイト

1 価値観が似ている(共通の夢､努力､協調､家族､愛)
2 誠実　　⑪大切な人順に思いやりがあり優しい

3 目が輝き、魅力的　　⑫良く笑い、笑顔が素敵

4 品がある　　　　　　　　　　　⑬勇気がある
5 家事を気持ちよく分担してやってくれる

6 経済を気にし、お金に困らない、貧ではない

7 神経質ではない　　　　　　⑭ユーモアがある

8 ほどよく同性との付き合いを楽しむ

9 一緒に本やHPや映画や旅を楽しむ

10 信念が強く､自分の夢を語り､まわりを巻き込む力がある　…
・うまくいかなかった過去を忘れて今を生きる

・潜在意識のお掃除、瞑想をする

・光を感じたり見たりイメージが出てきたりイメージがはっきりしたり､具体的に意味がわかるようになる。
自己の光の部分からのメッセージはシンプル

第４章　ソウルメイトに出会うには

毎日大らかに自分磨きに専念､キュッ､キュッ

交流分析

· 親と子の部分－親子関係(依存)

· 大人と大人－自立した関係

· 遊び－子ども同士の関係

レッテルを貼ることに気を付ける―マイナスの思い込みをはずそうと意思？意識？して決心すると可能

「地球が我が家！」

・いつでも誰とでもさらりとして軽快で自立した聖なる関係を保っていけたら､お互いが尊敬できる相思相愛の場合に出会った魂はとても美しく響きあい高めあって､それまでの人生がさらに輝かしいはっきりと意識できるものに変容していく｡

第５章　聖なる恋愛、聖なる結婚
・自分を満足させられるのは自分しかいない。

・自分で自分を満足させることができる人が実はとても自然体

・魂の宿題をするソウルメイト、聖なる結婚をするソウルメイト

・総集編の時代－自分の家庭を平和に保って地球全体の平和に向けてGO！
・地球の平和は個人の心の平和、家庭の平和から
第6章 パートナーシップについて
1 人生の転換期にめぐりあっている。

2 めぐりあってからすべてうまくいくようになる。

3 一緒にいると落ち着いて自然体

4 いろいろと話をする。話すとアイデアが出る。

5 人生の価値観が似ている

6 二人でいるとさらに直感がさえて相乗効果

7 喜びは大きく､悲しみは小さくなる｡

8 できることを助けあっている｡それが嬉しい｡

9 互いに実現したい夢があり､理解し合っている。

10 夢の実現のために互いが相手の必要な情報やものを見つけてくる。

11 互いにかけがいのない存在で愛し、感謝している。

12 一緒に映画を見たり旅をすると何倍も楽しい。

13 一緒に自然の中にいると楽しい､蝶や鳥が祝福に

14 一緒にいると幸せ、顔を見ているだけで嬉しくなる。

15 また、来世も一緒にいたいと思う

生理的な感覚で自分を知る。

1 キスができるか？

2 子どもを産みたいか？　産んでほしいか？

パートナーは鏡

自分の中の宇宙を見て、外の宇宙につながっていく。

第７章　愛を学ぶソウルメイト
・恋愛⇒愛着⇒互いが寄り添って尊重できて素敵なバランスの｢人｣となる。
・ハグ療法

・総集編の時代だからこそ盛りだくさんにいろいろな体験ができ､平和な時代がいよいよ実現する時代到来。
・阪神大震災は人々の価値観が大きく変わった年

・長い間育てていた夢のプロジェクトを実現させるときが来た

・過去生でのやり残しをきちんとやり遂げてすっきりするとあっという間に自己変容してまるで別人となる。

・表面だけをみると大変そうな人生も、見かたをちょっと変えたら、とてもうまくいっていて、すべてに意味があってたまたま起きていることも実は魂からのメッセージどおりに、必然で起きている。

・宇宙エネルギーが愛と創造性のパワーを持っていることを、人生を通じて体験し、感動し、納得することが生きている目的
・すてきなソウルメイトに出会って触れあい、学びあい、互いに輝いていきましょう。
続･ソウルメイトの不思議
精神科医である越智さんのお名前は以前にある会報で時々拝見していました｡今回初めて不思議なご縁で上記の本を手に取ることになり､大変興味深く拝見し､メモが目標以上のA41ページオーバーになってしまったのですが､それでももう少し調べてみたくなりました｡

以下、いろいろなＨＰより抜粋させていただき、これでやっとすっきりしました。
・過去または現在にかかわりあい、良くも悪くもあなたに影響を与えている人たちがあなたのソウルメイト
・ソウルメイトには種類があって、それぞれ呼び名が変わるのと同様に役割や関係も微妙に異なる。
ツインソウル

・魂はもともと完全で､一人一人の中に、男女の魂があり、完全に統合された形だったのです。しかし魂の中の男性と女性が別れて別々の肉体を持ちました。それは【双子の魂】と呼ばれ、男性は自分の失われた女性の魂を。女性は自分の失われた男性の魂を無意識に探し求めるようになったのです。つまり「もともと完全だった魂が男性と女性に分裂し、もとの完全な魂に戻ろうとお互いを探し求めている」そんな二人を【ツインソウル】と呼びます。二つの魂が出会い一つになることで、言葉に尽くせない至福の愛を体験するといいます。ただし、相手も肉体を持つ人間なので、ツインソウルと出会ったからといって、すべての問題が消えるということではありません。より完全な自分になるために、お互いに成長し、与え受け取る関係を育てていく努力が必要なのです。
・私たちの究極の目的はツインソウルと出会って、　　幸せで愛に満たされた人生をおくること。
そして、さらに幸せな自分に成長すること。
・なぜわざわざそうなる必要があるかというと、この魂の場合、上の次元に上昇するために(魂の進化ともいえます)愛情についてのレッスンがもっと必要だから
・ツインソウルの"２人"が出会った時は､互いに強烈な感情で惹かれあい､やがてカップルとして結ばれる。
・ツインソウルはツインソウルであることで社会的にも影響を与える関係ですし､何か特別な使命を与えられた存在でもありますから(愛の使者のように)､逆に言えばツインソウル･カップルはとても稀
・もしツインソウルだったとしても､本人たちの意識が邪魔をして出会えても”気がつかない”まま結ばれずに終わってしまったり､巡り会えないまま終わったりすることもある。
ツインフレーム(Twin flame)
まるで２つのろうそくの炎が互いを照らしあうように、互いの魂に共通した使命や目的達成のために助け合うソウルメイト
・他人なのに家族のような安心感と信頼感があり、また､困っていると不思議とタイミング良く”やってきて”助けてくれる人がツインフレーム
・もし男女だったとしても、これが恋愛まで発展するかと言うのは微妙・・・。めったにない。
・それに恋人同士みたいにいつも一緒にいるわけではなく、必要な時にその都度絶妙なタイミングで現れるので、近くて遠い友達と言った関係になる。
ライトパーソン
・赤い糸で結ばれた運命のソウルメイトを　“RIGHT　PERSON　（ライトパーソン＝"正しき"人）”と呼ぶ。
それは、この人こそが時間を共有していくことで、お互いに高めあうには理想的な相手であるから。
・ソウルメイトの中でも、今生での共通の学びが多い関係に当たるソウルメイト。
・その人と一緒に人生を歩んでいくことで、自分の魂が磨かれて魂レベルが上がっていく関係。
ライトパーソンであるかどうかは、出会い方では判断できなく、結果としてわかる。
その人といるとトラブルが多くてケンカもするかもしれない。でもその経験があったからこそ、後で振り返ってみたら、大事なことを学べたり知ったりということもたくさんある。二人の間にどんなに波風が立とうと、簡単に別れを決意してしまうのではなく、結婚して家庭を持ったら二人で努力してトラブルを乗り越えようとすることはどんな魂にも課せられている。
そして嵐の時期が過ぎ去った時、「あぁこの人が人生のパートナーで良かった」と思える人がライトパーソンである。ライトパーソンは仲の良いクラスメートみたいなもので、自分とは同じ魂レベルで、お互いに欠けているものを補い合いながら共通の課題をこなしていく関係とも言える。
ツインフレームの関係との違いは、こちらの使命や目的の方がもっと社会的な影響が大きいということ
ライトパーソンとの関係の場合はむしろ自分たち自身に関わる課題の消化が主な目的である。
・魂を向上させるためにはライトパーソンと呼べる関係を築くことはとても理想的なことである。
・一見普通のカップルなので、「何がお互いに正しき人なの？」って最初は疑問に思うかもしれない。
だが、いつかきっと自覚されていくだろう。
・過去を振り返って「この人と出会えて良かった」と・・・。
だから”運命の”赤い糸で結ばれたようなドラマティックな出会いをするのは、ツインソウルかツインフレームカップルのみと言えるだろう。
ヴィジョンソウル
パートナーとなり結婚関係や仕事の関係、あるいは師弟関係を持つ、この人生で果たすべき使命や目的が一致している同士の魂を持つ人たちです。
お互いに大きな影響を与え受け合うでしょう。
ツインソウルとの違いは、ツインソウルは男性と女性の魂の統合を目指すソウルメイト。ヴィジョンソウルは男女だけではなく、同じヴィジョンを持った魂グループに属している仲間のことを言います。
グループソウル

・この世での同じ使命や達成すべき目的を共有する､同じソウル(魂）･グループの仲間たち、類魂
ソウルフレンド
・配偶者としてはツインソウルほど強い結びつきはないものの、親密な関係として人生で多くの時間を共有し影響を与え合う関係です。
・家族や友人を含め、お互いの関係から学ぶことがたくさんあり、成長のために必要なプロセスとしてあなたの人生に登場する人たちです。場合によっては、あなたに何かを気づかせるために一瞬だけ目の前に現れる（ワンポイント）ソウルフレンドもいます。
カルマ的ソウルメイト(ソウルエネミー･エネミーメイト)
・過去世（前世）からの因縁を持ち越して、いまだ未解決になっている問題を清算しようとしている関係。
・未熟で傷つけあうことが多い。くされ縁。貸し借りがある関係など。傷つけあう関係は過去世から持ち越しているので、深い無意識を癒し、カルマを解消することが必要です。カルマとは過去世から何度も繰り返されたパターンで、魂の傷になっている問題のことです。この人生でも過去世で傷ついたことと同じような問題を繰り返しています。あるいはその逆の立場を体験している場合もあります。
・（裏切った償いとして今度は裏切られるなど）気づきと癒しが必要な関係です。癒しが終り、カルマが消えると関係が解消することが多いようです。
・例えば・・・
最初は一目ぼれだったのに、結局憎しみあって別れてしまうなどという夫婦や恋人。
特別悪い所はないのに、どうしても好きになれない父親とか、友人、上司などという関係などは、カルマの関係や敵対関係のソウルメイト＝「エネミーメイト」なのかも知れません。 
・私たちは、その「不思議」をきっかけに何かを学んだり人生の方向を修正すべき“気付き”を与えられたりします。その「不思議の元の意味」を知って関係をより楽に、より方向に修復する事が大切です｡
ソウルメイトとの出会い
・ソウルメイトたちとの出会いは、実は古くは何百年も前に遡った｢ある壮大な計画」に沿ってもたらされます。互いに出会うべきタイミングがやってきた時、彼らと出会います。
・自分から今すぐ出会えるように望んでも、私たちが今世に生まれてくるずっと前から「決められている出会い」なので、これはもう私達の意思ではどうにもなりません。
・ソウルメイトの共通する大きな役割はあなたに向上と言う意味の変化をもたらすことです。
変化は魂が進化する為には必要なことです。
・私たちの今世での人生は、あらかじめ用意された最終ゴールに行き着くように設定されているのですが、無事にそのゴールにたどり着けるよう、ポイントポイントで数々のソウルメイトたちとの出会いが用意されています。彼らと出会いは、まるで線路の進路変更ポイントのように与えられています。
・「あの人のあの一言で人生が変わった」とか｢あの人に出会ったことでチャンスがもらえた｣とか、ソウルメイトは人生のポイントポイントで方向転換するための重要な情報や気づきを与えてくれる､大事な存在です｡
地球と言う場所と時間の感覚
・魂の世界には時間の感覚がありません。
・しかも地球上の生物の中で時間の感覚を持っているのは人間だけ
・人間の脳には「未来志向性」と言う能力があり、遠い先のことまで考えることができるのですが、人間に一番近い脳を持つサルでさえ､２時間先までのことしか予測できない。このせいで人間は遠い未来に不安になったり、悩んだり傷ついたりします。
・明日がどんな一日になるかも今日の時点ではわからないのに、何年も先のことはこれから何を経験するかで今の自分には予測がまったくできません。
・これから何を経験していくかは、その人の生き方次第です。
・自分や周りの変化をありのまま受け入れて、状況や環境の変化にしなやかに対応していくのが良いと思います。
ソウルメイトとの別れ
・ソウルメイトたちとは必ずしも一生のお付き合いをするわけではありません。
・必要な時に必要なタイミングで出会い、役割が終わると離れていく人たちがほとんどです。
・あなたの人生を方向転換させたり高めあったりするのがソウルメイトですから、必要や出会った意義が終われば付き合うソウルメイトがどんどん変わっていくのはしかたがないことです。
・川の流れはせき止めてしまうと水が腐ります。
・同じように、見知らぬソウルメイトとの出会いが新しい学びと経験をくれるから、自分の成長のレベルにあわせて付き合う相手が変化していくのはごく自然の流れです。
・どんな人との関係も、その出会いによって自分にプラスになることがもたらされるのですから、与えられたその出会いを大事に、いつも思いやりと感謝の気持ちを忘れないようにしたいですね。
ブライアン･L･ワイス 精神科医の二人の患者にみる過去生(「アンビリーバブル」より)
『魂の伴侶－ソウルメイト』の物語
木曜夜８時からフジテレビで放映されている「アンビリーバボー」というビートたけしの登場する番組で「感動のアンビリーバボー」のコーナーで紹介されたもの｡エリザベスとペドロというワイス博士の二人の患者が、不思議な糸に操られるようにめぐり会い、結ばれるまでの話である。ソウルメイトという言葉はこの物語から人々に認知されていったと考えられる。（2000年12月10日）
http://homepage2.nifty.com/motoyama/soulmate.htm
You Tubeで閲覧可能では…(リンク元で削除されているものが多々あり、見ることができましたが) 
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　
知多クリック内　　http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2010.9.7

